
 
 

 

 

★蓼科山(３月１日～２日) 

参加者 会員(障害者３名、健常者８名) 

    会員外(健常者１名) 

 

 

 

 

☆３月１日 

今回は、１日目に守屋山を往復し、タクシー

で蓼科牧場まで移動して、翌日、蓼科山を登ろ

うという、ちょっと欲張った計画だ。タクシー

代が高くつくが、人数が多いと比較的安くなる。 

まずは、茅野駅から杖突峠までタクシーで移

動する。天気は良くないが、曇り空だった。杖

突峠には 1.6MW の太陽光発電所を建設中だ

った。山の中を切り開いて、作るのだから、自

然エネルギーと言っても自然破壊であること

は他の発電所と変わりない。 

 

霧の中を登っていくと次第に霧が晴れ、曇り

空となる。トラバース気味に歩くようになると、

左手に山頂部を雲に隠した守屋山が見えてく

る。トラバースを終えて林道を越え、木の橋で

沢を横切ると春はザゼンソウの群生地となる

ところに出る。今は一面雪原だが春は楽しみな

場所だ。群生地にある東屋で昼食タイムとする。

茅葺き屋根の東屋には、雪がたくさん積もって

いる。 

昼食後、登り始めると、登り口には「守屋山

登山口」の新しいアーチ状の看板が迎えてくれ

る。ここから、登りも急になる。トレースはし

っかり付いているが、穴がたくさん空いている。

少しでも視覚障害者の人が歩きやすいように

と、穴を崩して埋めるように登っていく。さす

がに疲れたので、若い？女性にトップを変わっ

てもらう。ザックも途中で置いて往復する。 

急斜面を登り、樹林が切れてくると、山頂に

飛び出した。曇り空だが、視界は思ったよりも

あり、入笠山方面の低山がよく見えた。八ヶ岳

は裾のだけが雲に下に顔を出していた。隣には

西峰も見える。 

 

みんなで集合写真を撮って下山にかかる。下

山は登りよりも足が潜りやすく、かなり時間を

取られたが、予定時間を少し過ぎただけで、杖

突峠に着くことができた。予約していたタクシ

ーが待っていてくれて、次の蓼科牧場まで送っ
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てもらった。 

蓼科牧場の立科白樺高原 YH では、新婚のＨ

さん夫妻のためにＦさんが作ってきてくれた

ケーキにＨさん夫妻が入刀する。さらに、お二

人でＨさんが持ってきてくれた酒をついでく

れる。楽しいひとときを過ごし、部屋で歓談し

てから眠りについた。 

 

☆３月２日 

明け方まで雪が降っていたため、新しい積雪

が１０㎝ほどある。 

YH から歩いてスキー場のゴンドラまで行

き、ゴンドラに乗って上に上がる。上がったと

ころに「幸せの鐘」がある。ここは、恋人の聖

地に指定されているそうだ。天気は曇り。 

ワカンやスノーシューを履いて出発する。今

回、スノーシューを持ってきたＮさんに先頭を

歩いてもらう。木にどっさりとまとわりついた

サルオガセが迎えてくれる。２回ほど林道を横

切り、広場に出たところが七合目、一の鳥居だ

った。 

 

一の鳥居をくぐり、山道を歩く。緩やかな登

りから、そろそろ急な登りにかかる頃かなと思

った時、先頭を歩くＮさんが体調が心配なので

ここから下山すると言う。ＫＭさんが一緒に下

ってくれるということで、お願いして一緒に下

ってもらう。 

雪は次第に深くなり、トレースを外れること

も多くなった。Ｉさんも、少し前に痛めた膝が

痛くなってきたので、下山すると言う。Ｉさん

であれば一人でも大丈夫だろうと判断し、下っ

てもらう。 

傾斜が次第に増し、雪も深くなってきたため、

先頭を交代しながら登る。Ｈさんは弱視だが、

さすがに体力がある。奥さまのＬさんが後ろか

ら「２０歩進んだら緩やかに右に曲がる」とい

うように適切な声かけを行う。息がぴったり合

っているようだ。 

 

急登をがんばると傾斜が落ちてくる。もう蓼

科山荘のある将軍平も近い。将軍平で昼食タイ

ムとする。早々にお昼を終えて、みんなはアイ

ゼンを付ける。私は、アイゼンではラッセルが

厳しいと思い、ワカンを付けたまま、先に一人

でラッセル（わずかですが）しながら登ってい

く。なかなか来ないので、声をかけるが、「お

ーい」くらいしか聞こえないようだ。こちらは、

声がしているので、近くにいると思ったが、や

はり周囲の人たちの発する音にかき消されて

大勢いるメンバーには聞こえないようだ。 

それでも声が近づき、みんなが登ってきた。

もう樹林帯が終わり森林限界が近い。周囲は背

の低い樹氷が見えるようになる。雪崩が心配だ

長谷川夫妻の結婚お祝いを 
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ったが、薄く積もった雪が 10cm 程度の厚み

なので心配ないと判断して登っていく。 

 

急斜面が終わり、ポールが現れてきた。頂上

小屋や山頂までもあとほんの少しだが、体調が

悪く引き返すという人がいる。しかし、一人で

引き返すことに心配があったため、ここで全員

が引き返すことにした。結果的に、これが正解

と出て、ゴンドラリフトの最終前に乗り場に着

くことができた。 

下りは、あまり滑らないシリセードも楽しみ

つつ、ぐんぐん下った。ただ、どうしても潜っ

てしまう人もいて、ぎりぎりゴンドラリフトに

間に合った。先に下ったＮさん、ＫＭさん、Ｉ

さんが外で待っていてくれた。 

記：網干 

《参加者の感想》 

守屋山、蓼科山ではお世話になりました。 

毎週のように降る大雪で 3 週間ぶりの山は

きつかったです。それなりの山にいくには日頃

の訓練が必要と実感しました。守屋山は雪が湿

って固く、スノーシューが埋まると引き出すの

が大変そうでした。山頂直下の急坂を超えてや

っと山頂についたときは八ヶ岳の裾野が少し

見えてよかったです。 

蓼科山は夜中に雪が降ったのか入口にはト

レースもなく、出だしからわかんでした。わか

んをつけると歩きやすくてわかんってすごい

なと感心しながら歩いてました。樹林にとりつ

く氷が綺麗で、樹林がないところに出ると雪が

マコロンのような砂糖菓子みたい。それはもう

別世界でした。どこで引き返すのだろうと考え

ながら歩いてましたが風もなく、トレースも見

えたのであそこまでいけたのだと思い、すごく

ラッキーだったと思います。 

山頂は樹林がなくなりもう空を仰ぎ、あと少

しだったなとわかりました。リーダーはいうよ

うに山が微笑んでくれたとおもってます。それ

でも安心してそこまでいけたのはみんなより

早くでて将軍平から蓼科山への急な坂にひと

りでラッセルして足跡を作ってくれたリーダ

ーのおかげだと思います。なによりも安心して

楽しむことができました。 

冬の山は厳しい、それを実感した 2 日間、

おつかれさまでした。そしていろんな場面で助

けてくださった参加者の皆様ありがとうござ

いました。         記：Ｓ.Ｋさん 

 

コースタイム 

3/1杖突峠(10:55)…東屋(12:05-12:40)…

守 屋 山 東 峰 (14:00-14:05) … 杖 突 峠

(15:35) 

3/2 ゴ ン ド ラ リ フ ト 上 (9:20) … 七 合 目

(9:55-10:05) … 蓼 科 山 荘 (12:15-

12:40)…山頂直下(13:40)…蓼科山荘

(14:00-14:10)…ゴンドラ上(15:55) 

 

★九鬼山(４月１３日) 

 参加者 会員(障害者１名、健常者８名) 

 

 

 

今日は春霞が強すぎて、どこかぼんやりして

いる。展望は期待できないが、春の妖精たちに

会えることを期待して禾生駅を後にする。 

禾生第一小学校の向こうに、これから登る九

鬼山方面が見えている。駅前の道を北東側に歩

く。正面には昨日安倍総理がケネディ大使と乗

将軍平からガスの中、山頂を目指す 
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ったリニア実験線が見えている。途中で右に曲

がるのだが、私の 2008 年版昭文社の地図に

は出ていない道があり、途中で出会った女性が

この道は違うと教えてくれた。 

川にかかる古い煉瓦造りの陸橋のような橋

は、水路として使われていた。先行パーティー

の大集団は、私たちが下山コースとしている弥

生峠方面に登っていった。私たちはすぐ左に曲

がり、愛宕神社から登っていく。民家のカタク

リが根を伸ばして出てきたのか、登山道の脇に

今年はじめて見るカタクリが咲いていた。 

 

しばらくは植林帯を登る。わりと近くでヤブ

サメのさえずりが聞こえる。この春、はじめて

聞いた夏鳥のさえずりだ。 

 

足下には、ピンクの可憐なスミレが咲いてい

る。帰ってから調べたらヒナスミレのようだ。

タチツボスミレも咲いている。田野倉方面から

上るコースと合流すると、そこにはイカリソウ

が咲いていた。 

今までも結構な登りだったが、急坂はここか

ら始まる。まっすぐ登ると急坂登山道、左は新

登山道と書かれた標識があったが、急坂登山道

は道があるようには見えなかった。新登山道を

登るが、ジグザグではあるものの、急坂である

ことには変わりない。虎ロープの張られたとこ

ろもあり、そこを過ぎると傾斜が落ちてくる。

上を見ると、弥生峠から登ってきた大勢のグル

ープが山頂に向かって歩いていた。 

 

山頂は、比較的広く、北側が開けていた。滝

子山から黒岳、雁ヶ腹摺山方面の小金沢連嶺が

よく見えた。右に目を移すと、遠くに雲取山ら

しき山がうっすらと見えていた。 

山頂で、中国から来た若者と会話をし、下山

にかかる。弥生峠方面は、アブラチャンやキブ

シ、サクラなど、樹木の花がたくさん咲いてい

る。識別はなかなか難しい。 

 

登ってきた人が、この付近はイカリソウやシ

ュンランが多かったのだが、盗掘にあってほと

んどなくなってしまったという。掘り返した後

が何カ所かあった。心ない人に淋しい気持ちに

なる。 

それでも、ひとつだけシュンランを見つけた。

芽吹きの木々の下を登る 

ヒナスミレ？

九鬼山山頂にて 

シュンラン 
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シュンランにありがとうと心の声でつぶやき、

山を下りていった。 

麓の町では熊が見つかったので注意するよ

う、放送が流れていた。人間の犠牲にならずに、

熊に山に戻って欲しいと願う。 記：網干 

 

コースタイム 

禾生駅(9:25)…分岐(10:30-10:40)…九鬼

山(11:35-12:10)…禾生駅(14:20) 

 

 

★第８回自然と親しむ子ども山登り教室（石老山）(４月２０日) 

参加者 子ども１名、スタッフ６名 

別働隊 健常者２名) 

 

 

 

 

 

今年度の自然と親しむ子ども山登り教室の

最初の登山は石老山だ。ただ、元々子どもが３

人だけの参加で少なかったのだが、熱発などで

２人が参加できなくなり、Ｋちゃんただ１人の

参加となった。 

天気予報が１週間前より良くなり、曇り空な

がら雨に降られずにすんだ。 

石老山入り口でバスを降り、トイレのある広

場で準備と声出しをして出発する。早速、立派

なしだれ桜が迎えてくれる。山腹の木々も芽吹

きや新緑で春らしい雰囲気を出している。 

少し登るとヤブサメの声が聞こえ、さらにオ

オルリのさえずりも聞こえた。今年、はじめて

聞くオオルリの声だ。いよいよ夏鳥のシーズン

到来だ。 

 

滝不動などの大石の脇を登り、顕鏡寺に着く

と、蛇木杉という根を地面の上に大蛇のように

伸ばした杉が見られた。岩が積み重なっている

ところのため土を探して根を伸ばしたのだろ

うか？ 樹木のたくましさを見せつけられた

ようだ。 

 

顕鏡寺から少し登ると、道が分岐している。

右の桜道という方に進んでいくと、途中で視界

が開けて、麓の町や高尾山方面がよく見えると

ころに出た。桜や新緑の木々も美しい。足下に

は立つツボスミレやジュウニヒトエ、ホウチャ

クソウも咲いている。 

 

さらに登っていくと、センダイムシクイのさ

えずりも聞こえた。賑やかなガビチョウも聞こ

えたが、ヤマガラやヒガラのさえずりも聞こえ

山道を楽しく登る K ちゃん 

初々しい木々 

ヒトリシズカ 
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た。 

融合平に着くと、そこは桜の花びらが敷き詰

められたピンクの絨毯が広がっているようだ

った。麓には相模湖もよく見えている。 

足下にはナガバノスミレサイシンも咲くよ

うになってきた。少し急なところをがんばると、

傾斜が落ちて山頂の一角に着く。山頂に着くと、

テーブルのようなベンチに座って昼食タイム

とする。曇っているため、残念ながら富士山は

見えなかった。Ｉさんが６０年前に遊んだとい

うポンポン船を持ってきてくれた。多くの子ど

もたちに見せたかったのだが、今日はＫちゃん

が独占して見ることになる。船の中に火を付け

ると、丸い皿の中の水の上をポンポン音を出し

ながら進んでいく。どうしてそんな音がして、

進むのか？だった。 

 

山頂からは大明神展望台を目指して下るが、

岩や濡れて滑りやすいところが多く、Ｋちゃん

と手をつないで慎重に下る。所々、ミツバツツ

ジがきれいに咲いていた。 

大明神展望台で休憩する。この周囲の桜はま

だきれいに咲いていた。アケビの花も咲いてい

た。 

急用の電話が入ったＩさんが先に駆け下り

ていく。Ｋちゃんが「あ、アイスクリーム」と

いうと気前の良いＩさんはお金をおいて先を

急いで下って行った。林道に出るまで思ったよ

りも時間がかかったが、それでも予定時間を大

幅に短縮してプレジャーフォレスト前のバス

停に着いた。 

子どもの参加が少なく、少し淋しかったので

すが、雨に一度も降られず、春爛漫の一日を無

事に楽しむことができました。  記：網干 

 

《参加者の感想》 

先日は今期 1 回目の子供登山で石老山へい

きました。 

Ｙは前日に遊びすぎて当日熱を出し、家にお

いてきました。毛布にくるまって顔も出さずに

いるＹの気持ちも一緒にザックに詰め込んで

二人で相模湖へむかいました。 

曇り加減の重たい空も新芽の緑が押し上げ

てくれて春のトンネルをくぐっているようで

した。Ｋもトップを歩き、時折後ろを振り返り、

年老いて遅れてくるわたしを見守っているよ

うだ。休憩時間にはＩさんが 60 年前の船を火

をつけて走らせてみせてくれた。ちゃんと桶も

用意してくれて。子供たちを今日はどんなこと

をして楽しませよう、そんなＩさんのアイデア

にはいつも感謝してます。竹鉄砲も Y の分と

2 本しっかりザックに詰め込んで家まで持ち

帰りました。 

Ｋも久しぶりの山歩きで少々疲れたようだ

ったが、Ｉさんが置いていってくれたおかげで

アイスクリームのアイスを食べることができ

てＫもそこでリセットしたようだ。 

子供登山アルプで代々継承されてきた登山

靴がどんどん大きくなっていくＫも小さくな

ってきたようです。次に使う子供のためにも大

事に使わなくていけないね、Ｋちゃん。 

参加者の皆様、いろんなところで温かい言葉

石老山山頂にて 

大明神展望台にて 
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をくださり、ありがとうございました。Ｋはそ

の温かい言葉を持って帰り、翌日は元気よく学

校へいきました。      記：Ｓ.Ｋさん 

 

コースタイム 

石 老 山 入 り 口 (9:55) … 顕 鏡 寺 (10:30-

10:40) …融合平(11:15-11:20)…石老山

(11:50-12:35) … 大 明 神 展 望 台 (13:30-

13:40)…プレジャーフォレスト前(15:00) 

 

 

★天城縦走路(４月２７日) 

参加者 会員(障害者３名、健常者６名) 

 

 

 

前日、伊東に来て、Ｆさんが会員となってい

る東急ハーベストクラブに素泊まりで泊めて

いただいた。 

昨日は湿度が高かったのか、富士山もうっす

らとしか見えなかったようだが、今日は朝から

富士山がよく見える。これから登る天城山もよ

く見えている。ホテル横の鐘の前で集合写真を

撮って予約したタクシーに乗って登山口に向

かう。 

 

登山口でＫさんがストックをタクシーの中

に忘れたことに気づいたが、タクシー会社が自

宅に送ってくれるという。 

まずは一昨年の５月に登った万二郎岳を目

指して登る。今回は、ミツバツツジなどはまだ

咲いていないが、アセビが満開だった。この山

は、最初から最後までアセビとヒメシャラが非

常に多く、万三郎岳付近からはブナが非常に多

い山だった。 

夏鳥では、オオルリ、キビタキ、センダイム

シクイのさえずりを聞いたが、留鳥ではイカル、

ミソサザイ、ルリビタキ、ヒガラ、ヤマガラ、

シジュウカラのさえずりが多かった。 

 
万二郎岳からは、馬ノ背などを岩場やアセビ

のトンネル、一面に根を張るブナの林などを通

過して万三郎岳に着く。ゴルフ場を１０分早く

出発したにも関わらず、ここまでで１時間オー

バーとなっている。バスの時間が少し心配だが、

第８回自然と親しむ子ども山登り教室感想文（第１回石老山） 

 

ほかに子供がいなかったけど、みんなといて楽しかった。ＡさんやＳちゃんが手をつないで

くれた。下りは岩があってあるきにくかった。 

Ａさんにアイスをかってもらってうれしかった。 

Ｉさんの船の音がおもしろかった。船はあたたかった。来月はしょうたろうくん、あつしく

んに会えたらいいな。                          Ｋ.Ｋさん 

ヒメシャラの林を登る 

光を包み込むように新しい葉が 
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日が長いことや人数が多いので、タクシーを利

用しても良いと割り切り、少し早めのペースく

らいで行くことにする。 

万三郎岳からははじめて歩くコースだ。アセ

ビやブナ、ヒメシャラが多く、足下にはナガバ

ノスミレサイシンと思われる花が咲いている。

時間が気になったが、100m ほど脇にそれた

ところにあるヘビブナに立ち寄ってみる。幹が

ぐにゃっと曲がってちょっとかわいそうなブ

ナがあった。でも、この格好でしっかりと生き

ている。 

 

小岳からの下りは、今回のコースで心配だっ

たところの一つだが、無事に通過する。気持ち

よいブナ林を歩き、戸塚峠で昼食タイムとする。

この付近も一面のブナ林でブナの実がたくさ

ん落ちている。 

 

戸塚峠から歩きやすい登山道を歩き、目を近

づけてよく見なかったために自由峠と読んで

いた白田峠を通過し、サルノコシカケがいくつ

も並んでいるブナの木を見て、さらに行くと八

丁池に飛び出した。ここは、とても気持ちよい

場所だった。 

いよいよ縦走路も終盤に近づいてきた。しか

しここからが気が抜けない危険なトラバース

道が続くことになる。しっかりサポート体制を

整えて下り始める。 

 

一面アセビの山腹を見たり、向こうの尾根の

山腹に見える春爛漫の木々たちを楽しみなが

ら、慎重に下って行く。そして、念願の天城峠

に到着する。ここが石川さゆりが歌っていた天

城越えの場所だろうか？ みんなで集合写真

を撮る。 

もう予定のバスには間に合わないと思うが、

かなりぎりぎりの時間なので、少しがんばって

下ることにする。 

 

石で作った旧天城トンネルに着く。誰かが、

ここから１０分と書いてあるというので、トイ

レに入ってから先に出発したメンバーを追う。

しかし、歩いている林道ではどう見ても１０分

でバス停に着く雰囲気ではない。地図を見ると、

旧トンネルからすぐに下る道がある。間違いに

気がついて引き返すことにする。この時点でも

万三郎岳山頂にて 

八丁池の畔に立つ F さんと C さん 

念願の天城峠にて 

旧天城トンネルにて 



9/24 

う予定のバスは間に合わなくなったので、旧ト

ンネルでみんなで写真を撮る。 

旧トンネルからは急な階段を下り、山道を歩

いて下りたところにバス停があった。１本遅れ

だったが、全員無事にバスに乗り込み、修善寺

駅へと向かった。        記：網干 

 

コースタイム 

天城高原ゴルフ場(6:20)…万二郎岳(7:55-

8:10) … 万 三 郎 岳 (9:45-10:00) … 戸 塚 峠

(11:10-11:35)…八丁池(13:05-13:15)…

天城峠(15:30)…天城峠バス停(16:20) 

 

★登山知識及び技術向上コース（鷹巣谷）(５月１１日) 

参加者 会員(健常者５名) 

 

 

今日は東京でも最高気温が２５℃になると

天気予報では言っていた。だから薄着できたが、

朝はまだ寒い。 

それでも、素晴らしい好天に恵まれて、奥多

摩駅から満員のバスに乗って東日原に向かう。

川乗橋で下りる人が多い。川苔山はさすがに人

気の山だ。 

東日原でトイレに行く人もいたので、バス停

で沢に入る準備を済ませる。新緑が美しい。稲

村岩と鷹巣山にせり上げている稲村岩尾根が

よく見える。鷹巣谷はその手前の沢だ。 

巳の戸橋を渡って、仕事道を行く。すぐに日

原川に下り、鷹巣谷へと入っていく。沢の水は

まだ冷たい。小滝を超え、ロープを使わずに滝

の右手を登っていく。どうもＮさんの調子が悪

そうだ。先日の個人山行で行った白馬岳の疲れ

がまだ残っていて、握力がないという。その滝

の上にはロープがフィックスされていたので、

大事を取ってそれにカラビナをかけて、自己確

保をして通過する。 

その先を見ると、堰堤があるので、今登った

滝は地蔵の滝だったのだろう。私のガイドブッ

クでは、最初の堰堤から３つほど堰堤が続くの

で、仕事道を歩いた方が良いと書いてあるが、

右手の斜面は急角度で切れ落ちていて、作業道

があるようには見えない。 

その先にもわさび田があると書いてあるが、

どこにもないようだ。私の持っているガイドブ

ックは、昭和５５年発行の小泉共司さん監修の

「東京付近の沢」。さすがに古すぎて様子がか

なり変わっているのだろう。 

 

少し行くと、残雪が現れてきた。この時期、

こんなところで残雪を見るとは思わなかった

が、今年の数十年ぶりの大雪のすごさを感じる

こととなった。しかし、残雪は、このあと、次々

に現れて、どんどん増えることになった。 

 

釜のある滝の右側の壁を登っていると、上か

ら引き返してきた単独の男性がいた。この先、

残雪が多くて引き返してきたという。我々もそ

うなる可能性があるなと思うが、もう少し行っ

てみることにする。 

スノーブリッジの下を行く 

スノーブリッジの穴から見た新緑 
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さらに行くと沢を埋める残雪が現れた。奥多

摩でこんなに残雪を見るなんてはじめてだ。先

ほどの男性はここで引き返したようだ。よく見

ると、残雪の下を沢が流れていて、スノーブリ

ッジとなっている。出口もよく見える。Ｃさん

がまず先頭を切って中に入っていく。続いて全

員がスノーブリッジの下を通って、沢を遡って

いく。 

 

この先もいくつか小滝を超えていくが、左右

の岩壁が上れそうにない釜のある小滝が目の

前に現れた。暑ければ釜に入って滝の直登ルー

トを探すのだが、今日は寒くてとても釜には入

れそうにない。しかも、その奥には、激しい水

しぶきを上げる滝が落ち、その上に雪渓が覆い

被さっているのが見える。みなさんに相談し、

ここで引き返すことにする。 

途中でお昼を食べていると、Ｔさんが寒くな

いですかと言って、自分の羽毛服を私に貸して

くれる。今までこんなにやさしくしてもらった

ことはない。Ｃさんも驚き、今までにいなかっ

たキャラだと言っている。Ｔさんは、今回から

正会員になってくれた。このやさしさと強さ、

そして何よりも若さに期待したい。 

下りは、慎重に何カ所か懸垂下降で下った。

滝の下部中央に倒木のある所では、２人が倒木

から滑ってびっくりしたが、ケガはなかったよ

うだ。 

 

下ってくる男性と出会ったところにある滝

は、流れ落ちる水流に濡れながら下り、最後は

釜に腰から胸まで浸かって下ることになる。雪

解け水も流れているため、沢の水はとにかく冷

たい。みんなが下るところをビデオに撮るが、

がたがた震えてとても撮っていられなかった。

それでも、写真を撮り、少し落ち着いてからビ

デオも撮れた。 

日原川に出て、乾いた衣類に着替えて、ホッ

と一息つく。沢から車道に登り返すが、沢水に

浸かって冷えた体はとても重く感じる。それで

も、車道に上がって、東日原のバス停に着いた。

暖かな日差しを受けて、濡れたものを乾かしな

がら、柔らかな新緑を見つめていた。 

記：網干 

コースタイム 

東日原(9:30)…鷹巣谷出合(9:45)…引き返し

地点(11:45)…鷹巣谷出合(14:20-14:50)…

東日原(15:15) 

 

★第８回自然と親しむ子ども山登り教室（伊豆ヶ岳）(５月１８日) 

参加者 子ども２名、スタッフ６名 

別働隊 健常者４名) 

 

 

 

 

 

今回は、現地集合の人が一人もいなくて、全

員が池袋駅集合だった。 

素晴らしい天気に恵まれて正丸駅で電車を

今回はここで引き返した 

沢下りも大変なのです
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降りる。前回の子どもの参加は１人だったが、

今日は２人。どちらにしても淋しい限りだ。 

それでも、明るく、みんな楽しく駅を後にす

る。斜めの歩きにくい階段を下りて、線路をく

ぐる。春爛漫の道路を上っていく。子どもたち

の歩みは遅い。先頭を歩いていた人達は、登山

道の入り口で待っていてくれた。 

 

時々出てくる岩場や、片側が切れたところを

慎重に登っていく。登山道に入ったら子どもた

ちのペースが上がった。沢沿いの道から尾根に

上がる急坂へと続く。急坂をがんばって登ると、

さらに尾根に上がる最後の急斜面に出る。ここ

はとても滑りやすい。Ｓさんもサポートしてく

れて、子どもたちもがんばって登っている。登

り着いて尾根で休憩とする。誰かが、二人いな

いことに気づく。ＫさんとＹさんがまだ来てい

ない。登ってきた斜面を見ると、滑りやすいと

ころをがんばって登っている。 

 

傾斜の落ちた尾根道をさらに登っていく。さ

らに、樹林の切れた岩の多い尾根に出ると、展

望が良くなる。双子山や丸山方面がよく見えた。

さらに登ると、男坂と女坂の分岐に出る。迷わ

ず女坂を行く。しかし、少し行くと女坂も崩れ

ているらしく通行止めになっていた。道は男坂

と女坂の間に付いている。そこも急坂だが、が

んばって登ると、山頂の一角に着く。ヤマツツ

ジが美しい。オオルリやキビタキの声をもする。 

ちょうど良い時間なので、山頂で昼食タイム

とする。Ｓさんはキングコングの仮面をかぶっ

たりして、子どもたちといつものように一緒に

遊んでくれている。しかし、Ｙ君の叫び声がす

る。どうも遊びが過熱しすぎて、Ｙ君の背中に

擦り傷を作ってしまったようだ。広い範囲に擦

り傷ができてしまったが、血が出ていなかった

ので、それほどではないと思ったが、後で親代

わりのＫさんから手当てをして欲しいとの依

頼を受け、水で流し、マキロンで消毒を行った。 

 

山頂の標識前で写真を撮り、下山にかかる。

先ほどの擦り傷はＹ君の心をナイーブにした

ようだ。ずっと私と手をつないで歩いている。

先頭は、ＩさんとＫちゃんが速いペースでどん

どん歩いている。Ｙ君は、あの二人早すぎるよ

と言っている。 

そこうしているうちに正丸峠に着く。正丸峠

は自転車競争のゴールになっていて、多くの人

がいた。休憩した後は、峠から直接下る登山道

を下りる。階段も滑りやすく、みんな手すりに

つかまって下りていた。次第に傾斜も落ち、朝

登った舗装道路に出る。 

途中の店でおばあちゃん手作りのおいしい

まんじゅうを食べ、正丸駅に向かう。車道歩き

伊豆ヶ岳山頂での子どもたちと S さん 

伊豆ヶ岳山頂にて 

試しに男坂を登ってみる 
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は、子どもたちも疲れたようだった。 

記：網干 

コースタイム 

正丸駅(9:45)…尾根上(11:00-11:10)…伊

豆ヶ岳(11:50-12:35)…正丸峠(13:45)…正

丸駅(15:00) 

 

★飛龍山(５月２４日～２５日) 

参加者 会員(障害者３名、健常者８名) 

 

 

 

 

☆５月２４日 

今日は素晴らしい天気に恵まれた。中央線の

車窓から雪を抱いた南アルプスがよく見えた。 

塩山駅からタクシーで三ノ瀬まで行く。柳沢

峠を越え、悲しい物語があるらしいおいらん淵

を経て、三ノ瀬の登山口まで送ってもらった。

こんな山奥にも何世帯かの人たちが住んでい

る。ひとたび、道路が寸断したら生活に困るの

に、それでもこの自然豊かな場所を愛する意志

が強いのだろう。 

 

三ノ瀬から歩きやすい林道を沢沿いに上る。

少しジグザグに登って尾根に上がる。林道の周

囲にはトウゴクミツバツツジが多い。翌日、出

会った登山者から教えてもらったことだが、ミ

ツバツツジには、おしべが８本から１０本のト

ウゴクミツバツツジは「東国ミツバツツジ」と

書くらしく、今までミツバツツジと呼んでいた

おしべが５本の物は、サイゴク（西国）ミツバ

ツツジと言うらしい。それを聞いて、関東には

トウゴクミツバツツジが多いことを納得した。 

 

林道は新緑の木々に囲まれ、野鳥たちの歌声

がたくさん聞こえて、とても気持ちよい道だ。

唐松林も柔らかな緑色で迎えてくれる。 

将監小屋に近づくと、小屋に寄らずに将監峠

に行く道があった。とても良い天気だし、翌日

行くより今日のうちに行った方が良いと思い、

峠に向かう。将監峠は防火帯なのか草原状とな

っていてとても気持ちよいところだ。数年前に

途中まで行った和名倉山方面の尾根も見える。 

将監小屋は、昔ながらの小屋で、宿泊は大部

屋一つだけだ。こういう山小屋も山小屋らしく

て大好きだ。少し歌を歌ったりして、明日に備

えて早めに床についた。 

 

☆５月２５日 

小屋の人から６時に小屋を出ても５時間も

あれば丹波に着くから朝食を食べてから行っ

ワチガイソウ

新緑の唐松林を行く 

将監峠にて 
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た方が良いと言われ、朝食を食べてから出発す

る。朝食は５時からだったが、こちらを気遣っ

てくださったのか、４時４５分頃には食べるこ

とができた。そして５時３０分に出発する。 

小屋の前では、ミソサザイが梢で高らかに歌

っている。朝は、野鳥たちのさえずりが絶える

ことなく聞こえている。その声を聞きながら、

最初の急坂をがんばって登る。しばらく登ると、

将監峠からのトラバース道に合流し、片側が切

れた水平の道が延々と続く。 

 

みんな慎重にサポートしながら歩いて行く。

足下には、タチツボスミレをはじめとしていろ

んなスミレが咲いている。バイカオウレンもた

くさん見られた。モリ尾根を超えると、これか

ら向かう飛龍山が見えてくる。足下の悪いとこ

ろもあるが慎重に行く。大ダル近くはまだ芽吹

きの木々が多く、その上に飛龍山が見えて、と

ても雰囲気の良いところだ。 

 

大ダルからは飛龍山の山腹をトラバースし

て飛龍権現に向かう。ここでひさしぶりにイワ

ウチワに出会った。イワウチワは、花期が短い

のか、一斉に咲いて終わるのか分からないが、

なかなか関東の山では出会えなかった。山頂付

近でも出会うことができて、今回はラッキーだ

った。 

飛龍権現にザックなどを置き、山頂を往復す

る。今日は水蒸気が多く、高曇りの状態だが、

途中で隣の雲取山も見えた。山頂の展望はあま

り良くない。集合写真を撮ってすぐに下山する。 

前飛龍付近には、アズマシャクナゲが咲いて

いた。まだ咲き始めたばかりのものが多く、ピ

ンク色が比較的濃かった。前飛龍を超えると、

岩混じりの急坂となる。途中、ざらついてかな

り滑りやすい岩場で、Ｎさんから寄付していた

だいたロープを出して、視覚障害者の人たちや

Ｋさんを確保する。 

 

急坂が終わると、とても歩きやすい道になる。

國學院大學（だったでしょうか？）の学生たち

が校歌を歌いながら下ってきていた。熊倉山が

近づくと、トウゴクミツバツツジが見られるよ

うになってきた。最初はつぼみだけだったが、

しっかり咲いたものも見られるようになる。そ

して、ピンクの花のオンパレード。次々に現れ

るトウゴクミツバツツジを楽しみながら、バス

の時間を気にしつつ下って行く。 

サオウラ峠からは、急坂のトラバースとジグ

ザグの道を下るようになる。急坂のトラバース

は、滑落したら大変なので、慎重に下って行く。

ジグザグの道に入ると、今度は真っ赤なヤマツ

ツジが楽しませてくれる。 

美しい木々の花、新緑、可憐な草花、そして今

大ダル付近から見た飛龍山 

飛龍山山頂にて 

イワウチワ 
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がピークの野鳥たちの歌声を聞きながらコン

クリートの道に出て、丹波のバス停を目指した。 

 

今回、さえずりを聞くことのできた野鳥は、

オオルリ、キビタキ、ルリビタキ、メボソムシ

クイ、コマドリ、キクイタダキ、センダイムシ

クイ、ヤブサメ、ウグイス、ヒガラ、コガラ、

コルリ、アオバト、ツツドリ、ホトトギス、ミ

ソサザイ、ホオジロ、アカゲラ（地鳴きとドラ

ミング）、里に下りてきてから聞いたメジロ、

イカル、カワラヒワ、コジュケイでした。 

記：網干 

 

コースタイム 

5/24 三 ノ 瀬 (12:15) … 将 監 峠 (15:00-

15:15)…将監小屋(15:25) 

5/25 将監小屋(5:30)…飛龍権現(9:05)…飛

龍山(9:30-9:35)…飛龍権現(10:00-

10:10)…前飛龍(10:55)…サオウラ

峠 (13:50-14:00) … 丹 波 バ ス 停

(15:45) 

 

 

※参加者不足のため岩戸山、遠見尾根(登山知識及び技術向上コース)を中止としました。 

※雨天のため、岩登り技術講習会(鷹取山)が中止となりました。 

 

 

★第３６回ふれあいハイキング（寺家ふるさと村）(３月９日) 

参加者 会員(障害者４名、健常者９名) 

 

 

 

 

渋谷駅に集合した人が４人だけと少なかっ

たので、予定よりも２５分くらい早い電車に乗

って青葉台駅に着いた。ここで全員合流し、バ

スで鴨志田団地に行く。 

寺家ふるさと村の入り口はバス停からすぐ

のところにあった。四季の家は現在改装中で営

業していなかった。駐車場で自己紹介をして歩

き始める。 

まずは熊野神社に登って、お参りをする。下

りはちょっとぬかるんでいる道を下りる。横浜

とは思えない田園風景の脇を歩く。最初の目的

地、熊の池は釣り堀だった。へら鮒専門らしい。 

 

ハ イ キ ン グ 報 告 

花が開いたばかりのシャクナゲは色が濃い 

ミツバツツジの咲く登山道にて 

寺家ふるさと村の丘陵地を歩く 
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ここから丘陵に上がっていく。この近くに住

むＭさんの友人が、Ｍさんの誘いで駆けつけて

くれた。丘陵は、日差しが暖かく、とても気持

ちよいところだ。エナガやシジュウカラが飛び

交っている。 

丘陵地を下りて大池に向かう。バードウォッ

チャーが大勢来ていた。カワセミは、今いなく

なったばかりだと言うが、それから５分くらい

でまた現れてくれた。遠すぎてピントが合って

いないが、なんとか写真に写っていた。大池を

あとに歩き始めると、上空にワシタカの仲間が

飛んでいる。バードウォッチャーの人がオオタ

カだと言っている。こちらも遠くて写真に写す

のは難しいが、写すだけ写しておいた。 

 

谷津田が多い田園風景の中を歩いていると、

小規模だが梅林がある。せっかくだから行って

みようとみんなで行くことにする。梅林の手前

にあるむじな池を経由して行く。紅白の梅は良

い香りがした。 

梅林のあとは、水車小屋に行く。さらにＭさ

んの友達のお勧めの店に行ったが、休業中だっ

たので、近くの寺家町内会館の広場で昼食タイ

ムとする。いろんなものが振る舞われて、腹が

いっぱいになり、さらに話が弾んで誰も動こう

としない。さあ出発しますと声をかけて、よう

やく出発となる。 

 

Ｍさんの友達の案内で、子どもの国に向かう

が、予定とは違って寺家ふるさと村の北側を通

って向かっていったが、途中から大幅にそれて、

高蔵寺に行くことになった。高蔵寺の庭は、日

本庭園で、いろんな植物があり、小川や水車、

鳥のえさ台などがあり、素晴らしい庭だった。 

途中の看板を見たら、もう鶴川駅が近く、今

回は子どもがいないので、子どもの国をやめて

鶴川駅に向かおうということになる。鶴見川に

沿って歩き、途中、川に下りて休憩し、鶴川駅

に向かう。鶴川駅で解散する。 

Ｍさんの友達のおかげで、予定にはないいろ

んなところを歩くことができて良かったです。 

記：網干 

コースタイム 

鴨志田団地(9:45)…四季の家(9:50-10:00)

…大池(10:30-10:40)…水車小屋(11:10)…

寺 家 町 内 会 館 (11:35-12:25) … 鶴 川 駅

(14:30) 

 

 

★第３７回ふれあいハイキング（甲斐風土記の丘）(４月６日) 

参加者 会員(障害者１名、健常者６名) 

 

 

 

バスの中で一眠りして目を覚ますと、そこは

桃源郷だった。右を見ても左を見ても、車窓か

らはピンクの花が花盛り。まだ、満開ではない

が、それでも美しい。 

中道のバス停でバスを降りると、早速桃の花

が迎えてくれる。白い桃の花もあった。 

梅林にて 

ミカンの汁を吸うメジロ
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車道を歩いて、甲斐風土記の丘の考古博物館

から中に入る。すぐに竪穴式住居があった。こ

こから、万葉の道を歩く。ヤマザクラはまだ咲

き始めたばかりだが、ソメイヨシノは満開だ。

レンギョウやユキヤナギも満開だ。きれいに整

備された芝生の道を歩く。シジュウカラが「ツ

ツピー」とさえずり、マメ科の木の実をついば

んでいる。足下には、タチツボスミレも咲いて

いた。 

 

周囲は、桃と梅と桜の花がまさに競演してい

て、桃源郷という言葉がぴったりだ。東山北遺

跡の方形周溝墓の中を歩き、上の平遺跡方面を

目指すが、上の平遺跡は場所が分からなかった。 

途中で引き返してきたが、傾斜地には、ツク

シがたくさん立っている。周囲は、オオイヌノ

フグリが一面に咲いている。 

 

農作業中の人がこちらに歩いてきて、向こう

にいるおばあちゃんは 92 歳だよと教えてく

れる。白い梅の花は、キヨというスモモの一種

だと教えてもらった。92 歳になっても農作業

ができるのは素晴らしいことだ。 

桃の農園の脇を通ってデイキャンプ場近く

の広場で、昼食タイムとする。桜の木の下は、

桜が見られて楽しいが、日陰になるので、ちょ

っと寒い。 

 

昼食後は、銚子塚古墳を目指して歩いて行く。

遠くに茅ヶ岳と金峰山方面がよく見えたが、天

気が怪しくなってきた。銚子塚古墳に着く頃に

はぽつりぽつりと降り始めてきた。濡れても困

るので、カッパを着て歩く。 

前方後円墳の銚子塚古墳のすぐ隣には、山梨

県下で最大級の円墳だという丸山塚古墳があ

る。ここに上がってみると、周囲の木々の花が

美しい。 

天気が悪化してきたので、このあとは、風土

記の丘農産物直売所に行くことにする。思い思

いに、野菜などを買い込んでいた。その後は、

すぐ隣にある茶屋で、コーヒーやぜんざい、ソ

フトクリームなどを食べて休憩する。その頃に

は、再び日が差して、天気が回復してきた。 

中道バス停まで歩き、帰りのバスを待つ。少

し雨に降られたけれど、あたたかな日差しを受

けて、人の少ない桃源郷を楽しむことができた

１日でした。          記：網干 

 

コースタイム 

中道バス停(10:25)…デイキャンプ場付近の

広場(11:45-12:20)…風土記の丘農産物直売

所(13:40-14:20)…中道バス停(14:35) 

 

桃とサクラの競演 

梅の下にはホトケノザの絨毯が 

オオイヌノフグリの中に咲立つツクシ 
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★権現岳(３月２１日～２２日) 

参加者 会員(健常者２名) 

    会員外(健常者１名) 

 

 

☆３月２１日 

昨日の雨が上がり、関東は良い天気だった。

小淵沢に着いても天気は良かったが、山の方は

雲に覆われていた。 

登山口となる天女山入り口でタクシーを降

り登り始める。天女山では、天気は良いものの、

何とか三ツ頭が見える程度でその上は雲に隠

れている。南アルプスや富士山も見えない。そ

れでも暖かな日差しを受けて登っていく。今日

は、会員ではないが、大学を卒業して就職が決

まっているＫＮさんが参加して、テントなどを

持ってくれている。100 リットルのザックを

背負い、いくらでも持ちますよと、心強い。途

中でＫＳさんの装備も一部持ってあげていた。 

 

天の河原を過ぎ、緩やかに登っていく。そし

て、前三ツ頭への急登が始まる。雪も降り始め

てきた。今朝、日帰りで登った人たちが次々に

下山してくる。どこまで行ったか聞くと、多く

のパーティーが三ツ頭を過ぎたところで、強風

のため、引き返してきたという。昨日、権現岳

の山頂に着いた人は、下ることができず、山頂

でビバークして下山してきたという。我々も、

今日は前三ツ頭でテントを張ることにする。 

急登を終えると前三ツ頭に到着する。雪は止

んでいるが、時々地吹雪がおそってくる。平坦

なところを探してテントを張ることにする。４

隅を竹ペグで固定する。ＫＳさんもＫＮさんも

竹ペグの使用ははじめてなので、教えながら設

営するる。「ポールを出して」とＫＮさんに頼

んだが、ポールは入っていないという。ここで

はじめてポールを忘れたことに気づく。仕方な

いので、ポールなしでテントを固定することに

する。 

ポールのない居住環境の悪いテントの中に

テントマットを敷き、ザックなどを入れる。そ

して、みんなが入って水作りと夕食作りを始め

る。３人の頭で天井を押さえ、コンロを焚く。

ＫＮさんが持ってきたモンベルのコンロは、コ

ンパクトで専用のコッヘルを使うとすぐにお

湯が沸く。ただ、水作りには小さくて適さない

ので、古いコッヘルで水を作る。お湯も作って

テルモスに入れて、明日に備える。 

夜半、強風でテントが終始はためいていて私

とＫＮさんはほとんど眠れなかったが、ＫＳさ

んはしっかりと眠れたらしい。すごい強心臓に

敬服です。 

 

☆３月２２日 

３時過ぎに起床。簡単な朝食を済ませ、お湯

をテルモスに入れて、テントを出発したのは、

４時５５分。起床してから２時間近くかかった。

テントの中は０℃くらいだったが、外気温は－

１３℃。標高 2,300 位の雪山はまだまだ寒い。 

シュラフなどをテントの中に残して出発す

る。もう、東の空があかね色に染まり始めてい

る。上空には明けの明星がひときわ明るく輝い

ている。 

ＫＮさんに先頭で歩いてもらう。三ツ頭への

登りで、ＫＳさんが自分が足を引っ張っては申

個 人 山 行 報 告 

三ツ頭目指して樹林帯を登る 
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し訳ないから引き返すという。しかし、今のペ

ースで十分だし、何も問題はないから登りまし

ょうと声をかける。 

三ツ頭に到着すると、樹林の間からご来光が

見える。周囲の空があかね色に染まって美しい。

これから登る権現岳も見えて、うっすらピンク

に染まっている。赤岳や阿弥陀岳もよく見える。

南に目を向けると、富士山がいつもながらの端

正な姿で佇んでいる。樹氷も朝日を浴びて輝い

ている。太陽の力はたとえようもなく偉大だ。 

 

三ツ頭を過ぎたところにあるコルにはテン

トを撤収して、出発準備をしているパーティー

がいた。周囲の樹氷はとても美しい。そして、

ここから権現岳山頂への登りが始まる。樹氷の

間を縫うように登り、ちょっとした尾根の岩場

を下り、最後の雪の斜面へと向かう。以前は、

雪壁を登った記憶があるが、トレースは雪の斜

面をトラバースしている。 

 

慎重にトラバースし、２ｍほど上がると、権

現岳山頂の二つの岩が見える。あとは、雪の斜

面を登ると、山頂に到着する。山頂には祠があ

った。岩と岩の間が山頂で、標識があった。赤

岳の左側には、横岳、硫黄岳も見えている。遠

くに、北アルプスや乗鞍岳、御岳、中央アルプ

ス、南アルプスもよく見えている。雲一つない

最高の展望を楽しみ、記念写真を撮って下山に

かかる。トラバース手前の急な雪の斜面が少し

心配だったので、ロープでつなぎあって下り始

める。 

 

みんな特に問題なくトラバースを終える。こ

れから先は煩わしいだけなので、ロープを外し

て、どんどん下って行く。振り返ると真っ青な

空と真っ白な雪のコントラストがすばらしい。 

 

テントを撤収し、ぐんぐん下る。天の河原で

少し休んだが、そろそろ小海線の電車の時間が

気になりだしてきたので、ゆっくりすることが

できず、どんどん下ることにする。天女山入口

に着き、すぐに舗装道路を甲斐大泉駅目指して

早足で歩く。無事に、甲斐大泉駅について、小

淵沢行きの電車に間に合った。 

いろんなことがあったので、初めての冬山が

大学の卒業旅行になったＫＮさんには、思い出

三ツ頭付近から見た朝の富士山 

山頂直下をトラバースする 

権現岳山頂にて 

山頂から下山にかかる 



19/24 

になったのではないだろうか。ひさしぶりの少

人数の登山だったが、無事に山頂に登れたこと

を山に感謝して、家路についた。 

記：網干 

コースタイム 

3/21 天女山入口(9:30)…天女山(10:05)…

標高 2,000m(12:15-12:40)…前三

ツ頭(14:05)テント泊 

3/22 テント場(4:55)…三ツ頭(5:50)…権現

岳 (7:30-7:45) … テ ン ト 場 (9:30-

10:50)…天の河原(12:25-12:35)…

甲斐大泉駅(13:45) 

 

★白馬岳(５月３日～５日) 

参加者 会員(健常者５名) 

    会員外(健常者１名) 

 

 

 

☆５月３日 

昨晩、新宿発の夜行バスに乗ったが、大渋滞

の最中にバスのフロントタイヤから煙が出て

いると八王子のバス停で緊急停止。乗客全員が

バス会社の手配したタクシーに分乗して目的

地に向かう。猿倉まで行ってくれたタクシーの

メーターを見たら 89,000 円を超えていた。

バス会社も大変だなと思う。 

 

猿倉で兵庫県から来たＹさんと合流し、素晴

らしい好天の下で歩き始める。最初から残雪が

多い。クロジのさえずりが良く聞こえる。 

白馬尻の小屋は、雪に埋もれていたようで見

つからなかった。白馬岳主稜を見ると大勢の人

たちが登っていくのが見える。次の休憩で、今

回初めて一緒に登山をするＴさんに、グリセー

ドの仕方を教える。 

長い雪渓登りは、日差しもあってなかなか暑

い。しかし、稜線方面を見ると次第に雲がわき

上がってきた。午後一時的に崩れるという天気

予報が当たりそうだ。この頃の気温は 9℃ほど

だった。 

大雪渓が右手に曲がる惣平付近から傾斜が

急になる。この頃から周囲が霧に包まれ始める。

少し登ったところで、全員アイゼンを付ける。

上から下りてくる人に聞くと、稜線はかなりの

強風らしい。急斜面を登っていると雨が降り出

してくる。Ｎさんが体力的にきつそうで、なか

なかペースが上がらない。ゆっくりだが確実に

標高を稼ぎ、次第に傾斜も落ちてきた。しかし、

風は次第に強くなってくる。前方にいる単独の

登山者が、ヤッケを脱いで一枚着込んでいる。

風と雨では、軽装では厳しいが、この悪天候の

中で、ヤッケを脱ぐのもかなりのリスクを伴う。 

私も薄手の手袋で登ってきたので、雨で濡れ

て非常に冷たくなってしまった。みんなにも声

をかけ、手袋を替えた方が良いことを伝える。

私はオーバーミトンも付けた。周囲はホワイト

アウトで何も見えない状況だ。前に登った登山

者のトレースだけが頼りの登りが続く。 

稜線に出たのか風が非常に強くなってきた。

しかし、村営頂上宿舎は見えない。少し空が明

るくなり、一瞬右手の視界が開けた。そこは尾

根の切れ目で、その先に向こう側の山腹が見え

る。残念ながら場所の同定はできなかった。先

ほどまでの雨は細かい雪に変わり、来ているも

のをどんどん凍らせていく。早く小屋に着かな

いとどんどん厳しい状況になることを心配す

るが、ペースは上がらない。 

白馬岳を望む 
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それでも、風に飛ばされないように、何度も

耐風姿勢を取りながら登っていくと、目の前に

建物が見えた。村営頂上宿舎かなと思ったが、

すぐに霧に包まれて見えなくなった。さらに進

むと、再度建物が目の前に現れ、それが白馬山

荘であることを知る。しかし、強風にあおられ、

わずか 20m 位の距離もなかなか進まない。私

は先に行くＣさんの後を登るＫさんのザック

を押して、小屋の方へと導く。後で聞いたら、

行く方向を分かっていても強風でそちらに行

けなかったそうだ。最後尾は、ＴさんとＹさん

がＮさんのサポートをしてくれている。何とも

頼もしい二人だ。私も、小屋に着いてからＮさ

んを迎えに行く。ザックを持ってあげたいが、

それさえもできないほどの強風だ。最後、Ｎさ

んは這って小屋の入り口にたどり着いた。 

 

小屋に入るとそこは天国だった。少ししたら、

前髪につららを垂らした男性が入ってきた。彼

も這々の体で小屋に飛び込んできた一人だ。 

 

小屋の中は暖かかったが、泊まる部屋はもの

すごく寒く、朝、小屋前の廊下は－3℃だった。

それでも、夜は他のグループの人たちに山の歌

を歌ってあげた。今は、歌う人がほとんどいな

いので、お礼を言われてしまった。 

 

☆５月４日 

昨日の夕方から天気が回復し、今日は素晴ら

しい天気だ。未明まで強風が吹いていたが、日

の出の頃にはかなり静かになっていた。私は、

旭岳方面から白馬岳の写真を撮ろうと、みんな

が出てくる前にひとっ走り旭岳に向かう。今ま

で見えなかった鹿島槍ヶ岳も見えてくる。白馬

岳は今まで見たことがない、ちょっとずんぐり

した山に見えた。 

 

あまり時間をかけるわけにいかないので、山

頂の手前で引き返す。小屋でみんなと合流し、

白馬岳山頂を目指す。山頂は 360 度の大展望。

鹿島槍ヶ岳や槍穂高連峰も見えている。剱岳は

もちろん、その右には加賀の白山も見える。北

に目を転じると、雪倉岳や朝日岳が見え、東側

には頸城山群や戸隠の山々、さらに東から南を

見ると、上越方面から四阿山、湯ノ丸山、浅間

山、八ヶ岳、富士山、南アルプス、中央アルプ

スと見える。白馬岳主稜を登る人も見下ろせる。 

山頂で集合写真を撮った後は、名残惜しい大

展望を後に、下山にかかる。この付近は、好天

に恵まれた今日は、天国のように気持ちよい場

所だ。風は少しあるものの、昨日の強風に比べ

たらそよ風だ。少し登り返して、小蓮華岳の頂

に立つ。わずかの距離だが、頸城山群が近づい

て見える。 

雨に濡れた雨具が凍り付く 

窓ガラスに付いた氷が赤く輝く 

白馬山荘前で 
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船越ノ頭から傾斜の緩い雷鳥坂を下って一

面雪原となっている白馬大池の小屋に着く。こ

こで少し早い昼食タイムとする。ここから先は、

まだ歩いたことのない未踏のコースだ。思った

よりも樹木の生えていない急斜面のトラバー

スなどが多く、なかなか厳しかった。途中の樹

林帯で、滑落停止訓練をしてとても良かった。

かなり下ってからの斜面で、スリップしかけた

Ｋさんが、滑落停止で自分の体を止めた。Ｔさ

んの補助もあったが、滑落停止がかなり効いて

いたようだった。 

 

 

長い下りを終えて、ようやく蓮華温泉ロッジ

に到着する。しかし、この付近はまだ春には遠

く、深い雪に閉ざされている。これでは、タク

シーなどとても入れないなと思いながらも、小

屋の人に聞くと、タクシーは５時間ほど歩いた

木地屋の 1km ほど上（手前）でないと除雪さ

れていないので、乗れないという。明日は雨の

予報だが、雨の中を５時間歩くのはきついが、

帰るためには歩かないわけにはいかない。 

 

☆５月５日 

夜、林道を埋めている残雪がどんな状態なの

か心配で、眠れなくなった時間もあったが、そ

れでも疲れていたので、十分に寝ることができ

た。 

小屋の方に別れを告げ、雨の中を歩き始める。

小屋の方は、もうピッケルは入らないからしま

った方が良いと言っていたが、林道にうずたか

く積もった雪は、片側が急傾斜で切れて、谷底

へと落ちている。踏み跡があるので、滑らずに

通過すれば問題はないが、もしも滑ったら滑落

停止もできないので、みんなにピッケルを持っ

て通過してもらう。 

 

白馬岳山頂にて 

白馬岳山頂と主稜を登る人たち 

白馬岳山頂を後にする 

樹林帯で滑落停止の練習をする 

麓には水芭蕉が咲く 
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何カ所かそんな危険箇所を通り過ぎ、ようや

く比較的平坦で歩きやすい雪道になってきた。

しかし、まだまだ周囲の木々は芽吹き前で春は

遠い感じだ。展望の良いヒワ平を過ぎると、

所々でミズバショウを見かけるようになる。雪

解けを待ちかねたようにフキノトウも目を覚

ましている。まだ氷が一面残っている白池の周

囲はきれいなブナの純林だ。小屋の方から教え

てもらったとおり、白池を過ぎたところから

au の携帯電話がつながった。タクシーは１台

しかないため、往復するというので、男性陣３

人に先に下ってもらう。 

 

タクシーには入れるところまで来て欲しい

と依頼したのに来ていない。男性陣はそこで待

っていたので、タクシーに出会うまで歩きまし

ょうということで、雪が溶けた舗装道路を痛い

足を我慢して歩く。木地屋付近まで来ると、よ

うやく新緑の木々が増えてくる。タクシーの運

転手さんは、奥まで入ることを聞いていなかっ

たと、木地屋で待っていた。 

話の通じない運転手さんに説明するのを最

小限に控え、先発組は駅に着き、姫川温泉に入

る。後発組は木地屋の食堂でそばを食べる。 

 

２時間に１本くらいしか走らないローカル

線に乗って南小谷に向かう。ここは、上越の上

杉謙信が、海のない国に住む敵陣の武田信玄に

塩を送ったこと（敵に塩を送る）で有名な塩の

道。越後生まれの私は、そんな越後の武将を誇

りに思う。自然豊かで、桜の咲くのどかな里の

風景を見ながら、そんなことを思い帰途につい

た。              記：網干 

 

コースタイム 

5/3 猿倉(8:35)…白馬尻(10:00)…白馬山荘

(16:35) 

5/4 白馬山荘(7:30)…白馬岳(7:50-8:15)

…小蓮華岳(9:50-10:00)…白馬大池山

荘 (11:10-12:00) … 蓮 華 温 泉 ロ ッ ジ

(14:30) 

5/5 蓮華温泉ロッジ(6:30)…ヒワ平(9:45-

10:00)…木地屋(12:20) 

 

 

 

★活動紹介映写会開催 

 今年度は、創立１０周年記念パーティーの準

備や９月に予定されている視覚障害者全国交

流登山大会の準備などで映写会の準備ができ

なかったため、広報などで一般募集を行わず、

会員同士の親睦の場として活動紹介映写会を

実施した。 

見ていただいた内容は、１０年間の歩みのス

ライドショー（１時間半）と、昨年実施した剣

岳、自然と親しむ子ども山登り教室で登った三

頭山と北アルプスの薬師岳、１０周年記念で行

そ の 他 事 業 報 告 

雪解けと共にフキノトウも顔を出す 

一面のブナ林 
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った八丈島や北穂高岳、そして紅葉の素晴らし かった栗駒山などのビデオを鑑賞した。 

 

 

☆アルプの歌完成 

山仲間アルプ設立から 10 年以上経たことや、視覚障害者全国交流登山大会を主催することな

どから、「山仲間アルプの歌」を作ってみました。網干が作詞し、栗谷川氏が作曲しました。詩の

み掲載しますが、曲は定期総会で披露されますので、乞うご期待！ 

 

山仲間アルプの歌 

～みんな仲間だよ～ 

 

山はいつでも迎えてくれる 

仲間もいつも迎えてくれる 

淋しい時も悲しい時も 

いつも静かに迎えてくれる 

だから心はいつも山に向かう 

あなたも私もみんな仲間さ 

僕ら楽しい山仲間 

 

小さな夢を心に抱き 

高い頂目指して登る 

苦しい時も疲れた時も 

いつも心に夢を持つのさ 

だから私は今日も山に向かう 

あなたも私もみんな仲間さ 

僕ら楽しい山仲間 

 

私の心は私だけのもの 

あなたの心はあなただけのもの 

気の合う人も合わない人も 

いつも相手の心を思う 

だから私は今日も幸せなのさ 

あなたも私もみんな仲間さ 

アルプのみんな山仲間 

 

△第８回自然と親しむ子ども山登り教室は規模を縮小します 

 第８回目となる今年度の「自然と親しむ子ど

も山登り教室」は、子どもの参加が柏樹祐助君

と柏樹来弥さんだけとなり、烏帽子岳・篭ノ登

山と鹿島槍ヶ岳は子どもの参加がゼロの可能

性が高く、その場合は、「自然と親しむ子ども

山登り教室」としてではなく、「共に楽しむ登

山」として実施しますので、了解いただけます

ようお願いいたします。 

 

▲第 14 回視覚障害者全国交流登山大会にぜひご参加ください 

 第１４回視覚障害者全国交流登山大会の参

加申し込みをまだ受け付けています。多くの会

員が実行委員となっており、実行委員でない健

常者の方にも班長をお願いする必要があり、視

覚障害者の人たちのサポートにあまり余裕が

ない状態です。今からでも参加していただけま

すので、可能な方はぜひご参加ください。 

 

 

 

◎新入会員のお知らせ 

 ３月以降、下記の方が新しく入会されましたので、よろしくお願いします。（敬称略） 

各 種 連 絡 事 項 

会 員 情 報 
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正会員 

１人 

 

 また、ＯさんとＨさんが正会員から賛助員に変更となりました。 

 

●退会のお知らせ 

 残念ですが、下記の方が退会及び休会されました。 

 １５人 

 

 

 

・理事長のつぶやき 

「山仲間アルプの歌」の歌詞を今回、作って

みたのですが、以前からずっと心に思っている

ことを歌詞にしてみました。山は、誰ひとり、

分け隔てなく、いつでも迎えてくれます。人に

は、山のような包容力は持てません。しかし、

そういう心に憧れ、少しでも近づこうとするこ

とに大きな意味があると思います。以前、立教

の学生さんたちに話した二つの夢のうちの一

つ、「こういう心を持ちたいという夢」をいつ

までも胸に抱いて、努力することが大切だなと

思っています。 

また、人は「人から思われたい」と思うので

すが、自分のことに囚われず、「人のことを思

う」方が、幸せになれるはずと思っています。

戻る時があっても良い。少しずつでも進んで行

けたらな・・・と思います。 

 

・次回発行予定は、９月です。         参加申し込みやお問い合わせは事務局まで 

〒276-0022 千葉県八千代市上高野 1161-1-208 

NPO 法人山仲間アルプ事務局  網干 勝 

TEL.047-484-8308 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 

障害の有無も、年齢も、男女も関係

なく、みんなで山を楽しみたいね。

自然は、誰に対しても平等だよ！！


